
 

 

 

 

 

 

 

 

市民の皆様には日ごろから福祉行政にご協力いただき、ありがとうございます。 

下野市並びに下野市社会福祉協議会では、「第３期下野市地域福祉計画・地域福祉活

動計画」に基づき、『思いやりの心を育み 支え合いの輪が広がる共生のまち 下野』

を目指して、福祉の様々な取組を進めてきました。 

このたび、新たに「第４期計画」を策定するため、ご近所付き合いやボランティア活

動、地域福祉活動などに関するアンケート調査を、18歳以上の市民２,000名を対象に

実施することといたしました。 

なお、このアンケート調査に際しましては、プライバシーの保護に万全を期してお

りますので、趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 
 

令和８年７月 

下野市長        坂村 哲也 

下野市社会福祉協議会長 山中 庄一 

■回答にあたってのお願い 

回答は、調査票（本紙）または WEB（インターネット）のどちらかの方法でご回答ください。なお、

両方にご回答の場合、集計処理上、無効になる可能性があります。 

回答方法によらず、令和８年８月１４日（金）までにご回答ください。  

 
○ 調査票（本紙）に回答を直接記入し、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、ご返送ください。 

○ 回答は、選択肢に「（チェックマーク）」をつけてください。また、「その他」「具体的に」を選択し

た場合には、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

 

 

 

○ パソコン、タブレット、スマートフォン等

で右記の二次元コードを読み取り、右記の

「ＩＤ」を入力の上、ご回答ください。 

○ ご回答の際には通信料がかかりますので

ご了承ください。 
○ 所要時間は約●●分です。 

○ 全ての項目のご回答が済みましたら、

「送信」を押してください。 

○ ＷＥＢ調査での回答を選択されて回答さ

れた場合は、調査票の返送は不要です。 

 

 

  

「第４期下野市地域福祉計画及び地域福祉活動計画」策定のための 

アンケート調査 ご協カのお願い 

 

調査票（本紙）による回答の場合 

 

WEB（インターネット）による回答の場合 

【問い合わせ先】 

下野市健康福祉部 社会福祉課 社会福祉・地域共生グループ 

電 話：0285-32-7087 ＦＡＸ：0285-32-8601 

【二次元コード】 【ID】 

二次元コード 

掲載用スペース 
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地域福祉とは 

 

地域には、高齢者の見守りや子育て、介護、孤立など、さまざまな課題があります。 

 

「地域福祉」とは、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、市民や地域団体、

市、社会福祉協議会などが協力しながら、地域の課題解決や支え合いの活動に取り組むこ

とです。 

 

地域共生社会とは 

 

「地域共生社会」とは、支える人・支えられる人という関係を超えて、誰もが地

域の一員としてつながり、お互いに支え合いながら暮らせる社会のことです。 

 

地域福祉を進めることは、地域共生社会の実現につながります。 

 

地域福祉計画・地域福祉活動計画とは 

 

【地域福祉計画】 
市が策定する計画で、地域福祉を進めるための基本的な考え方や施策の方向性を示

したものです。 

 

【地域福祉活動計画】 
社会福祉協議会が中心となって策定する計画で、市民や地域団

体、ボランティアなどが取り組む支え合い活動や地域活動の方向

性を示したものです。 

 

これらの計画は、車の両輪のように連携しながら、市民・地域・

市・社会福祉協議会が協力して地域課題の解決や支え合いの仕組

みづくりを進めるための指針となっています。 
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□ 10歳代 □ 40歳代 □ 70歳代 

□ 20歳代 □ 50歳代 □ 80歳以上 

□ 30歳代 □ 60歳代 

□ 就労していない 

□ ４時間未満 

□ ４～８時間未満 

□ ８～12時間未満 

□ 12時間以上 

□ 南河内小中学校区 

□ 南河内第二中学校区 

□ 石橋中学校区 

□ 国分寺中学校区 

□ ひとり暮らし世帯       □ 親と子と孫の３世代世帯 

□ 夫婦のみの世帯        □ その他（                 ） 

□ 親と子の２世代世帯 

□ 50年以上住んでいる □ ５～９年住んでいる 

□ 20～49年住んでいる □ 住みはじめて５年に満たない 

□ 10～19年住んでいる 

□ 男性 □ 女性 □ その他 

１ あなたご自身について 

 

問１ あなたの性別はどれですか。 ※あなたが思うものをお答えください。（１つのみ） 

 

 

 

問２ あなたの年代はどれですか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

問３ あなたが住んでいる学校区は次のどれですか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは現在の地区（問３で回答された学校区）に何年住んでいますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

問５ あなたの普段の１日あたりの就労時間（休憩時間を含む）はどのくらいですか。一定でない場

合は、もっとも多いパターンについてお答えください。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたが現在同居しているご家族の構成をお答えください。（１つのみ）  
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□ 大いにある    □ あまりない 

□ ある程度ある   □ 全くない 

□ どちらともいえない 

□ 常日ごろから、家族ぐるみの付き合いがある 

□ 困っているとき（悩み、病気、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする 

□ 一緒にお茶を飲んだり、留守にするときに声をかけあう 

□ たまに立ち話をする 

□ 会えばあいさつをかわす 

□ 付き合いがほとんどない 

□ その他（                                 ） 

□ 隣近所    □ 中学校区 

□ 自治会    □ 下野市全域 

□ 小学校区    □ その他（          ） 

□ 就学前の子ども            □ 障がい者手帳所持者（身体・療育・精神） 

□ 小学生の子ども            □ 介護保険の要支援・要介護認定者 

□ 中学生・高校生の子ども        □ 認知症の診断を受けている方 

□ 学校に通えていない、または不登校状態 □ ひとり親家庭の方 

にある子ども             □ 経済的に困窮している方 

□ ひきこもり状態の方         □ 該当する者はいない 

□ 75歳以上の方              

問７ あなた自身、もしくはあなたが同居しているご家族の中に、次のような方はいますか。 

（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域との関わりについて 

 
問８ あなたが考える「地域」の範囲をお答えください。（１つのみ） 

 

 

 

 

 
問９ あなたは、今住んでいる地域に愛着がありますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

問 10 あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つのみ） 
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□ あいさつをしない人が多い 

□ 災害時、緊急時の協力体制ができていない 

□ 犯罪の増加 

□ 交通マナーの乱れ 

□ 道ばたのごみが増えた 

□ 地域での子どもの見守りがなされていない 

□ 地域の問題や困りごとを隣近所の人と相談できない 

□ 隣近所との交流が少ない 

□ 世代間の交流が少ない 

□ 地域の活動が活発でない 

□ 地域の中で気軽に集まれる場が少ない 

□ 高齢者や障がいのある人に対する理解が不足している 

□ 健康に対する意識が低い 

□ 特にない 

□ その他（                                 ） 

□ 積極的だと思う   □ あまり積極的だと思わない  

□ ある程度積極的だと思う  □ 積極的だと思わない 

□ どちらともいえない 

問 11 あなたが住んでいる地域の人々は地域の助け合い・支え合いに積極的だと思いますか。 

（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

問 12 現在、あなたの住んでいる地域の中での問題点や不足していると思うものは何ですか。 

 （いくつでも） 
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□ 安否確認の声かけ    □ 子どもの通学路の見守り 

□ 話し相手になること    □ 短時間の子どもの預かりや送り迎え 

□ 買い物の手伝い    □ 災害時の手助け 

□ ごみ出し     □ 災害以外の緊急時の手助け 

□ 外出の手助け    □ 特にない 

□ 家の前などの掃除    □ その他（               ） 

□ 10代から40代前後で、就学や就労していない人がいる（ひきこもり状態） 

□ 80歳以上の親と、50歳以上の無職未婚の子が同居している（8050問題） 

□ 親の介護と子育てを同時にしている（ダブルケア） 

□ 18歳未満の子どもが家族の世話や介護をしている（ヤングケアラー） 

□ 建物や敷地内にごみなどを積み上げた状態（いわゆる「ごみ屋敷」）で生活している 

□ 働いているが、生活に支障があるほど経済的に困っている 

□ 経済的な理由で、衣食住の確保や病院の受診などができていない人がいる 

□ 子どもや高齢者、障がいなどの各福祉分野に該当するサービスなどがないため、必要な支

援を受けることができていない人がいる 

□ 犯罪や非行を繰り返している人がいる 

□ その他お困りの人がいる（具体的に                      ） 

□ いない 

□ わからない 

□ 安否確認の声かけ    □ 子どもの通学路の見守り 

□ 話し相手になること    □ 短時間の子どもの預かりや送り迎え 

□ 買い物の手伝い    □ 災害時の手助け 

□ ごみ出し     □ 災害以外の緊急時の手助け 

□ 外出の手助け    □ 特にない 

□ 家の前などの掃除    □ その他（               ） 

問 13 あなたの住んでいる地域の中に、以下のように見受けられる世帯はありますか。 

 （いくつでも） 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 隣近所に、日常生活で困っている家庭があった場合、あなたはどのような手助けができると

思いますか。（いくつでも） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 15 あなたが日常生活で困ることがあった場合、隣近所の人にどのような手助けをしてもらい

たいと思いますか。（いくつでも） 
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□ いつも感じる     □ 全く感じない 

□ 時々感じる     □ わからない 

□ ほとんど感じない 

□ 自分の部屋 

□ 家庭(実家や親族の家を含む) 

□ 学校 

□ 職場 

□ 地域(サロンや行きつけの店、公民館、公園など、現在住んでいる場所にある通いの場や

コミュニティ) 

→具体的に（                                 ） 

□ インターネット空間(ＳＮＳ、YouTube やオンラインゲームなど) 

□ その他（                                  ） 

 

□ そのような場所はない 

□ 気軽に立ち寄れる場所 

□ 一人で静かに過ごせる場所 

□ 誰かと話したり交流したりできる場所 

□ 同じ悩みや関心を持つ人とつながれる場所 

□ 相談できる人がいる場所 

□ 趣味や活動に参加できる場所 

□ オンラインでつながれる場所 

□ その他（                                  ） 

□ 特にない・わからない 

問 16 あなたにとって居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所など）と思えるところはどこで

すか。（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 で「そのような場所はない」を選んだ人におたずねします。 

問 16－２  あなたの居場所となるような場所として、どのような場所が欲しいですか。 

（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは孤立や孤独を感じることがありますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

  

問 17 へ 問 16－２へ 
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□ 現在、継続的に取り組んでいる      □ 取り組んだことはない 

□ たまに、取り組むことがある       □ 取り組むことができない 

□ 取り組んだことはあるが、現在は         

ほとんどしていない 

□ 自治会の活動 □ スポーツ団体の活動 

□ 婦人会・女性会の活動 □ 趣味等のサークル活動 

□ 子ども会育成会の活動 □ ボランティア活動 

□ 老人クラブの活動 □ ＮＰＯ活動 

□ ＰＴＡの活動 □ 地域ふれあいサロン（高齢者サロン）活動 

□ 子育てサークルの活動 □ その他（                  ） 

□ 自治会等の組織に入っていない □ 家族の理解が得られない 

□ 仕事などの都合で機会がない  □ 体調がすぐれない 

□ 参加方法がわからない  □ 一緒に活動する仲間がいない 

□ 時間がない  □ わずらわしい 

□ 興味がない  □ その他（              ） 

□ 経済的な負担が大きい   

□ 会話をしている   □ 会話をしていない 

問 18 あなたは１週間に１回以上、誰かと会話をしていますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

３ 地域活動やボランティア活動などについて 
 
問 19 あなたは、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等について、

取り組んでいますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
問 19 で「現在、継続的に取り組んでいる」「たまに、取り組むことがある」「取り組んだことはあるが、現在はほと

んどしていない」を選んだ人におたずねします。 

問 19－２  どのような活動をしていますか。（いくつでも） 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

問 19 で「取り組んだことはない」「取り組むことができない」を選んだ人におたずねします。 

問 19－３  現在活動していない理由は何ですか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 
 
  
 
  

問 19－３へ 問 19－２へ 
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□ 活動情報の提供がある  □ 特技や知識が活かせる 

□ 友人等と一緒に参加できる  □ やりがいがある 

□ 身近なところで活動できる  □ 身体的な負担が少ない 

□ 活動時間や曜日が自由  □ 経済的な負担が少ない 

□ 気軽に参加できる  □ 特にない 

□ 適切な指導者やリーダーがいる □ その他（              ） 

□ 積極的に取り組んでいきたい   □ あまり取り組みたくない 

□ できるだけ取り組んでいきたい  □ 取り組むことができない 

□ 機会があれば取り組んでもよい 

□ 地域でボランティアなどの活動の拠点となる場所を整備する 

□ 地域における活動に対する運営費を補助する制度を作る 

□ ボランティアのリーダーや、福祉活動の指導者を育成する 

□ 福祉活動の相談を担当する専門職員の充実を図る 

□ 困っている人と支援できる人との調整を図る窓口を配置する 

□ 助け合いの場、組織についての情報を得やすくする 

□ 介護やボランティア活動などに関する研修を行う 

□ 学校教育や社会教育の中で、福祉教育を充実する 

□ その他（         ） 

□ 特にない・わからない 

問 20 あなたは、今後、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等に、

どの程度取り組んでいきたいと考えていますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 で「積極的に取り組んでいきたい」「できるだけ取り組んでいきたい」「機会があれば取り組んでもよい」を

選んだ人におたずねします。 

問 20－２  どのような条件であれば、活動・参加したいと思いますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 あなたは、地域における助け合い、支え合いを活発にするためには、どのようなことが必要

だと思いますか。（３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 21 へ 問 20－２へ 
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□ 暮らしやすいと思う         □ 暮らしやすいとは思わない 

□ まあまあ暮らしやすいと思う     □ わからない 

□ あまり暮らしやすいとは思わない 

□ 十分入手できている           □ 入手できていない 

□ 十分ではないが、入手できている     □ 今のところ情報を得る必要がない 

□ 市役所の窓口や広報紙   □ 近所の人・知人・友人 

□ 民生委員・児童委員   □ 家族・親族 

□ 社会福祉協議会の窓口や広報紙 □ 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 

□ 地域子育て支援センター   □ 市ホームページ 

□ 地域包括支援センター   □ SNS（LINE、Instagram、X、Facebookなど） 

□ 居宅介護支援事業者（ケアマネジャー） □ インターネット検索サイト（Googleなど） 

□ 障がい児者相談支援専門員   □ 動画サイト（YouTubeなど） 

□ 障がい児者相談支援センター  □ その他（              ） 

□ 暮らしやすいと思う         □ 暮らしやすいとは思わない 

□ まあまあ暮らしやすいと思う     □ わからない 

□ あまり暮らしやすいとは思わない 

４ 福祉サービス・相談について 

 

問 22 下野市は子どもや高齢者、障がいのある人などにとって暮らしやすいまちだと思いますか。

（１つのみ） 

 

 
 

 

 

 

問 23 下野市は様々な悩みや困難を抱える方にとって、相談がしやすいなど、暮らしやすいまちだ

と思いますか。 （１つのみ） 

 

 

 

 

 

問 24 あなたは、自分に必要な福祉に関する情報をどの程度入手できているとお考えですか。 

（１つのみ） 

 
 

 

 

 

 

問 24 で「十分入手できている」「十分ではないが、入手できている」を選んだ人におたずねします。 

問 24－２ あなたは、福祉に関する情報を主にどこから入手していますか。 

（いくつでも） 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

問 25 へ 問 24－２へ 
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□ 家族・親戚 □ 自治会長 □ 障がい児者相談支援センター 

□ 隣近所の人 □ 民生委員・児童委員 □ 市役所の窓口や職員 

□ 知人・友人 □ 社会福祉協議会 □ 相談する人がいない 

□ 職場の人 □ 地域子育て支援センター □ 相談するつもりはない 

□ 医療機関の医師 □ 地域包括支援センター □ その他（          ） 

問 25 あなたは、次の団体や機関・制度等を知っていますか。（いくつでも） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 あなたは、暮らしの中で手助けが必要なときに誰に相談したいですか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 地域で暮らしやすくしていくために、社会福祉協議会で特に取り組んでほしいことは何です

か。（いくつでも） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ 民生委員・児童委員   □ 子育て世代包括支援センター 

□ 家庭相談員・婦人相談員     （こども家庭センター「ふわり」） 

□ 生活支援コーディネーター   □ 障がい児者相談支援センター 

□ 地域包括支援センター   □ 生活困窮者自立支援制度（ささえーる） 

□ 社会福祉協議会   □ 福祉まるごと相談窓口 

□ 地域子育て支援センター   □ いずれも知らない 

（「つくし」、「みるく」、「ゆりかご」） 

□ 福祉に関する総合相談窓口 □ 高齢者の福祉サービスの充実 

□ 福祉・ボランティアに関する情報収集・発信  □ 障がい児・者の福祉サービスの充実 

□ 児童・生徒・市民向けの福祉教育の推進 □ 子育てに関する支援の充実 

□ 身近な地域のつながりや福祉活動・交流の場の充実 □ 生活困窮者への支援の充実 

□ ボランティア活動支援（育成・充実） □ 権利擁護の充実 

□ 災害時の支援体制に関するもの  （法人後見事業・日常生活自立支援事業） 

（災害ボランティアセンター・募金活動含む）  □ ひきこもりを含む孤立への不安を 

□ 各種福祉団体やサロンの育成・支援         抱える方への支援の充実 

□ 地区社協の体制整備・支援 □ その他（            ） 

地区社協（地区社会福祉協議会）とは 

地区社協（地区社会福祉協議会）とは、地域住民が主体となって地域課題の解決や、支え合い

の「福祉のまちづくり」の実現に向けて、地域で暮らす方々の「つながり」を活かしながら、身

近な福祉活動を展開している任意の団体です。地区社協は、住民、自治会、民生委員・児童委員

協議会、ボランティア団体、社会福祉施設など、地区内のさまざまな組織や団体によって構成さ

れます。 
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□ とても充実している   □ 充実していない 

□ まあまあ充実している   □ わからない 

□ あまり充実していない 

□ 知っている  □ 知らない 

□ 地域で困っている人への声かけや見守り 

□ フードバンクや地域子ども食堂などの活動への協力 

□ 地域の支え合い活動（買い物支援、ごみ出し支援など） 

□ 地域福祉に関する話し合いや意見交換への参加 

□ 災害時に支援が必要な人への協力 

□ その他（       ） 

□ 参加・協力はしたくない 

５ 地域福祉に関する施策について 
 

問 28 あなたは、地域福祉を進めるためには、市民の参加・協力が必要とされていることを知って

いますか。（１つのみ）  

 

 

 

 

 

 

 問 28 で「知っている」を選んだ人におたずねします。 

問 28－２  あなたは、どのような参加・協力をしたいと思いますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 下野市の保健福祉施策（サービス）について、あなたはどのように感じていますか。 

 （１つのみ） 

 

 

 

 

  

問 28－２へ 問 29 へ 
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□ 自発的に手助けする、手助けしてもよい    □ 手助けできない 

□ 自治会（自主防災組織）から要請があれば、  □ 手助けしない 

手助けする 

□ 行政から要請があれば手助けする 

□ 隣近所など、周囲の理解と協力による、支え合い助け合えるまちづくりをすすめる 

□ 災害時に支援を必要とする人の把握と支援体制を充実させる 

□ ボランティア団体など住民活動への援助を充実させる 

□ 年齢や障がいの有無にかかわらず地域で活動できる機会をつくる 

□ 世代や属性を超えて相談や交流ができる、場や居場所を地域に整備する 

□ どんなことでも相談できる、相談支援体制を充実させる 

□ 悩みや困難を抱える人を見つける仕組みづくりをすすめる 

□ 健康や福祉についての情報提供を充実させる 

□ 健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる 

□ 福祉教育を充実させる 

□ 生活が困窮した方への援助を充実させる 

□ 成年後見制度などの権利擁護にかかる取り組みを推進する 

□ 犯罪をした者が社会に復帰するための支援を推進する 

□ 買い物・通院等の移動支援 

□ 道路の段差解消など、バリアフリー化をすすめる 

□ その他（                                 ） 

問 30 下野市の保健福祉施策をより充実していくために、あなたが重要と考える取組はどれです

か。（いくつでも） 

 
 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 災害時の助け合いについて 

 

問 31 あなたは、災害発生時に、高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児・子どもなど、隣近所に自力で

避難できない人がいたとき、どう対応しますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 31－２へ 問 31—３へ 
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□ 災害時に支援を必要とする人の把握 

□ 災害時に支援を必要とする人と面談して避難方法の確認をする（個別避難計画の作成） 

□ 支援する人（支援者）の確保 

□ 地域での防災訓練・避難訓練の実施 

□ 防災マップの作成 

□ 自主防災組織の運営 

□ 災害時に活躍できるボランティアの育成 

□ 高齢者や乳幼児などの要支援者に必要な物資の備蓄 

□ 地区防災計画の作成 

□ その他（        ） 

□ 避難所での支援活動  

□ 要援護者（高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児・子どもなど）の安否確認 

□ 要援護者（高齢者、障がい者、妊婦、乳幼児・子どもなど）の避難誘導 

□ 傷病人のサポート 

□ 水や食料の提供 

□ その他（                                ） 

□ 自宅に自力で避難できない人がいるから 

□ 自分自身の体力的に手助けがむずかしいから 

□ 自分自身のことで精いっぱいで手助けはできないから 

□ 隣近所をよく知らないから 

□ その他（                                ） 

問31で「自発的に手助けする、手助けしてもよい」「自治会（自主防災組織）から要請があれば、手助けす

る」「行政から要請があれば手助けする」を選んだ人におたずねします。 

問 31－２  災害時、隣近所で手助けが必要な方に、あなたができることは、どのようなことで

すか。 （いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31で「手助けできない」「手助けしない」を選んだ人におたずねします。 

問 31－３  災害時、隣近所で手助けが必要な方がいても、手助けできない（手助けしない）理

由はなんですか。 （いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 32 災害時の対策として、地域でどのような備えをしておくことが必要だと思いますか。 

（１つのみ） 
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□ 利用したい □ 利用したくない □ わからない  

□ 宇都宮家庭裁判所        □ 成年後見センター・リーガルサポート 

□ 市役所             □ 権利擁護センターぱあとなあ・とちぎ 

□ 社会福祉協議会         □ 法テラス 

□ 地域包括支援センター      □ 専門職（弁護士、司法書士） 

□ 相談窓口を知らない       □ その他（                ） 

 

７ 権利擁護について 

 

問 33 判断能力が十分でない方の権利を守るための、以下の制度について知っていますか。 

 （①・②それぞれ、１つのみ） 

 
知っている 

制度名は知っている

が、内容は知らない 

制度名も内容も知

らない 

① 成年後見制度 □ □ □ 

② 
日常生活自立支援事業 

（あすてらす） 
□ □ □ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
問 34 将来的にあなた自身の判断能力が不十分になった場合、成年後見制度を利用したいと思

いますか。（１つのみ） 

 

 

 

 

問 35 成年後見制度の相談窓口として、あなたが知っているものをお答えください。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

  

権利擁護に関する制度 

【成年後見制度】 
障がいや認知症などで判断能力が十分でない場合、ご本人に代わり財産管理や施設入所・

入院の契約手続きなどを家庭裁判所が選任した後見人等が法的に支援する制度です。 

【日常生活自立支援事業（あすてらす）】 
認知症の高齢者や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力に不安がある方に対して、

本人との契約により福祉サービスの利用や日常的な金銭管理の支援を行うことで、地域で安

心して自立した生活が送れるようにする事業です。 
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□ 保護司    □ 更生保護施設 

□ 更生保護女性会    □ 社会を明るくする運動 

□ 協力雇用主    □ いずれも知らない 

□ ＢＢＳ会    □ その他（        ） 

□ 思う □ 思わない 

□ どちらかといえば思う □ わからない 

□ どちらかといえば思わない 

□ 仕事と住居を確保して安定した生活基盤を築くこと 

□ 高齢者や障がい者の場合には、適切な福祉や医療につなぐこと 

□ 地域ぐるみで犯罪や非行をした人の立ち直りを支援すること 

□ 地域における防犯活動など犯罪の起こりにくい環境づくり 

□ 刑務所、少年院、保護観察所等による指導や支援の充実 

□ 民間協力者（保護司、更生保護女性会、協力雇用主等）の活動促進 

□ その他（                                  ） 

□ わからない 

 

８ 再犯防止の取組について 
 
問 36 あなたは、次の再犯防止に協力する民間協力者や取組を知っていますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

問 37 あなたは、再犯防止のために、どのようなことが必要だと思いますか。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 あなたは、犯罪をした人の立ち直りに協力したいと思いますか。（１つのみ） 

 

 

 

  
 

  

再犯防止の取組とは… 

犯罪をした人等が再び罪を犯さないように指導・支援する取組です。罪を犯した人の中には、

住居や仕事が確保できないことや、認知機能の低下、周囲から理解されない障がいによって社会

から孤立し、犯罪を繰り返してしまうケースがあります。立ち直りには、本人の努力や強い意思

が大切なことはもちろんですが、社会から排除し孤立させるのではなく、地域社会の一員として

受け入れ、再び罪を犯すことなく暮らしていけるよう、社会全体で支えていくことが重要です。 



 

 17

問 39 地域福祉に関するご意見や、みんなで助け合い・支え合える地域を作るためのアイデア・ご

提案がありましたら、ご自由にお書きください。あなたができること、地域で取り組むべきこ

となど、何でも結構です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

ご記入いただいた調査票は、８月 14 日（金）までに、 

同封の封筒に入れて切手を貼らずに投函してください。 

 

市制施行 20 周年キャラクター 
ふくねちゃん 


